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光学過程をめぐってしばしば聞かれる素朴な質問 一 素過程としての "所要時間"はどれ位







































東大･工 花 村 栄 一
磁気共鳴や多くの非線型光学現象はプロツホ方程式で記述されてきた｡そこでは電子系に対
する熱浴の効果は,横緩和時間T2を用いて記述された｡しかし,一般には電子系をとりまく環
境の効果は電子系の遷移エネ/レギーの周波数揺動 ∂W(i)としてとり込むべきであるOさらに,
多くの場合には熱浴の多数の素励起が周波数揺動に関与するQそのときには,周波数揺動∂co(i)
はガウス過程となり,熱浴の効果は2体の相関関数のみで記述でき,さらにDoobの定理によ
り次の形にあらわされる:
<∂Q,(tl)∂a,(t2)>-(8a,)2expl一日1-t2J/T｡〕. (1)
(1)周波数揺動の相関時間 T｡と大きさ6叫まフォトンエコーの実験から有効に決められる.
7C/2パルスと7Tパルスの時間間隔をTとするとき2Tに現われるエコー信号の強度は, T< Tc
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